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Abstract

As  forests  become  fragmented,  edge  effects become  more  prevalent  and  the stable

environments  of forest interiors diminish in size. We  compared  the extent of edge effects on the

vegetation structure among  primary, secondary  and  urban  shrine/temple forests in southeastern

Hyogo  Prefecture. In the primary  forest at Taisanji Temple,  there was  a clear difference in

vegetation structure between  the edge  and interior. Deciduous  trees were  found  near the edge,

whereas  Castanopsis  cuspidata (Thunb.) Schottky  dominated  the canopy  of the interior. In the

secondary  forest, also at Taisanji Temple,  various tree species dominated  the canopy, and  the

difference in vegetation structure between  edge and  interior was  less clear. Edge  effects on the

vegetation  penetrated  twice  as far into the interior of the secondary  forest (30m) as in the

primary  forest (15m). In the urban  forest at Nishinomiya  Shrine, edge effects dominated, and non-

forest species such  as Pseudosasa  japonica Makino  and  Trachycarpus  excelsa Wendl.  were

found  throughout  the research  plot. Our  results indicated that the vegetation  structure and

surrounding  environment  should be taken into account when  determining  suitable conservation

areas for fragmented  forests. In urban  areas, human  intervention such as removal  of non-forest

species is necessary to restore natural forest conditions.
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はじめに

人間活動の拡大に伴い, かつて広範囲に広がっていた

自然林は宅地や農地, 造林地などの人工的環境によって

分断化された孤立林として存在するようになった. 孤立

化が森林生態系の様々な機能に及ぼす影響については島

嶼生物地理学理論を応用した研究が進められてきた

(Saunders et a1. 1991: 樋口1996). 石田ほか(1998)

は面積の異なる大小さまざまな孤立林の群落構造の研究

から, 孤立林面積が植物種数を規定することを明らかに

した. 森林の孤立化に伴い, 重力散布型の移動能力の低

い植物種が消失する可能性が高く( 浜端1980),逆に鳥な
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どによって広範囲に種子が散布される樹種が優占する傾

向が見られる(前迫1987). このような研究結果から,孤

立林の保全にあたっては生態学的知見に基づいた適切な

森林管理が重要とされる( 山本1987).

孤立林を含めて森林にはその周辺部において外部から

の影響が強く及ぶ「林縁」が存在する. 日射量, 気温,

地温,風速などは林縁から林内に向かうにつれて減少し,

湿度や土壌水分量は増加する(Williams - Linera 1990 ;

Chen et al. 1992). また, 林縁ではこれらの物理環境

の変動が大きく, 林内では比較的安定している. このよ

うな林縁から林内への環境の変化を「林縁効果」と言う

(Murcia 1995). Williams - Linera (1990) は熱帯の

孤立林において植生構造および種構成の林縁から林内へ

の変化が物理環境の変化に対応していることを示し, 植

生における「林縁効果」がおよぶ距離を推定した. 孤立

林の植生に見られる林縁効果に関するこれまでの研究で

は, 例えば林縁から林内に向かうにつれて, 木本植物の

個体密度, 胸高断面積合計, 葉面積指数などが減少する

植生構造における変化が報告されている(Ranny et

al. 1981 ; Palik and Murphy 1990 ; Matlack 1994 ;

Williams―Linera et a1. 1998).また, 極相林の林縁

では攪乱や明るい光環境に適応した二次林構成種の小径

木やつる植物などが多く見られる(Wales 1972 ;

Lovejoy et al. 1984). 更に林縁ではしばしば周辺環境

からの侵入種( 雑草類, 庭園木など) が見られるが, 林

内に向かうにつれてこれらの個体数が減少する傾向があ

る(Lorence and Sussman 1986 ; Brothers and

Spingarn 1992; Fravor 1994). 孤立化により森林面積

が減少すると, 林縁の占める割合が増加して林内環境が

減少するため, 森林の環境保全機能が失われていく可能

性が高い. 孤立林では特に森林内部に林縁効果が及ぶた

め, 孤立林が十分に環境保全機能を果たすには, 林縁効

果が林内まで及ぶ範囲を考慮して安定した林内環境を確

保するのに必要な森林面積を保全しなければならない

(Denis et a1. 1991).

兵庫県南東部を含む西日本の低地帯の潜在植生はタブ

ノキやシイ, カシ類が優占する照葉樹林である( 文化庁

1970). 照葉樹林は年間を通して高い葉面積指数を維持

し, 林冠の階層構造が発達しているため普通, 林内は暗

く湿潤な環境を呈する. 一方, 人為的撹乱によって照葉

樹林が失われた後に成立する二次林は主として落葉樹か

ら構成されているため, 照葉樹林と林内環境が異なる.

兵庫県南東部の植物相を保全するには約1, 500ha の森林

面積が必要とされている(石田ほか1998). しかしこれだ

けの大面積の森林を1 ヵ所で保全することは現状では極

めて困難であるため, 代替案として植生や地形の異なる

小面 積 保護 区を 複数 設け る 方 法が 考え ら れる

(Saunders et al. 1991).この際, 各保護区の保全面積

を決定するにあたって, 周辺環境の影響がどの程度林内

に及ぶのか, 林縁効果の及ぶ範囲を知る必要がある. 林

縁効果の及ぶ範囲は植生タイプごとに異なると考えられ

るため, 植生タイプごとの検討も必要である.

そこで本研究では, 兵庫県南東部における3 ヵ所の植

生タイプの異なる孤立林( 照葉樹林, 常緑型二次林およ

び常緑型植栽林)で植生構造に見られる林縁効果を調査・

比較した.3 ヵ所の孤立林で林縁から林内への植生構造

の変化を調査し, 孤立林の植生構造に見られる林縁効果

を明らかにすることを目的とした. 孤立林の林縁効果の

指標としては樹木個体の密度やサイズ, 二次林構成種の

分布, 侵入植物の分布などを用いた. これらを総合的に

考慮し, 各林分の植生に見られる林縁効果の及ぶ範囲を

検討した. また林縁効果の及ぶ範囲は林縁部の植生構造

にも依存するため(Cadenasso and Pickett 2001), 林

縁部の緩衝帯も考慮に入れ林縁効果の及ぶ範囲を算出し

た.3 ヵ所の孤立林の植生構造を比較することで,周辺環

境の違いが孤立林の植生における林縁効果にどのように

影響するかを明らかにし, 孤立林の保全・管理に有効な

資料を得ることを目的とした.

調査地

調査は神戸市西区伊川谷町前開の太山寺(北緯34°41ブ

東経135°が)および西宮市社家町(北緯34°43'東経135°

20') の西宮神社で行った. 太山寺が標高70~200m. 西

宮神社は標高2m である. 共に瀬戸内気候帯に位置し,

年平均気温は17. 8°C,年間降水量は1448. 5mm である(気

象庁ホームページ気象データ参照).

太山寺

調査地は境内北西部の背山で, 林縁から林内へ幅, 長

さ50m の調査プロットを2 ヵ所設置した( 図1 -a, b).

太山寺の社寺林は自然性が高く, 近隣府県の社寺林では

面積(16ha), 種数( 照葉樹林要素種数84種) 共に最大

級である( 小舘・中西1986 ; 服部ほか1996 ; Kodate

et al. 1997). 周囲は緩やかな地形で, 民家や道路など

あるが建物は少なく主に農地である. 林縁部の雑草は夏

場に刈り払われるが, 林内は基本的に人の手は大ってい

ない.

太山寺の植物群落は照葉樹の優占する自然林と薪炭林

として維持されてきた二次林が見られる( 服部ほか

1996 : Kodate et al 。 1997). 自 然 林 は コ ジ イ

(Castanopsis cusp 辺討a Schottky var. sieboldii

Nakai) が優占する照葉樹林とウバメガシ(Quercus

phillyraeoides A. Gray) が優占する硬葉樹林の2 種

類である( 小舘・中西1986). 二次林はウバメガシが優占

する硬葉二次林, コナラ(Quercus serrata  Thunb.)
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表1 太山寺の照葉樹林,二次林および西宮神社の調査プロットにおける主要樹種の個体数(Density)

と胸高断面積合計(BA) およびその相対値(%).

1991), Young and Mitchell  (1994) は孤立林の形状

を円形と仮定して林内面積が林縁面積を上回る孤立林面

積を「最小保全面積」と定義した. 最小保全面積の計算

方法には孤立林の形状も考慮に入れた方法もある( 例え

ばLaurance and Yensen 1991). 他の形状に比べて円

形の場合, 林縁効果が最も及びにくいため円形の孤立林

を仮定することで保全すべき最小面積が推定できると考

えた.

結   果

種組成

太山寺の照葉樹林の個体数は2467 本ha 几 胸高断面積

合計(BA) は35. 74m2  ha"1, 林冠高は16.6~19.  5m  (平

均18.1m) であった. 照葉樹林ではコジイがBA の68.7%

を占めていた( 表1). 林縁ではムクノキ(.Aphananthe

a印era Planch.),  J グルミ(.Platycarya strobilacea

Sieb. et Zucc.) などの落葉樹が, 林内ではコジイが林

冠を構成していた.



太山寺の二次林の個体数は3892本ha"1, BA は21.91m2

ha  1で, 林冠高は12.3~17.9m  (平均15. lm) と照葉樹

林より低かった. 個体数は二次林が照葉樹林よりも2 倍

近く多かったが,BA は照葉樹林より低かった. 二次林

ではウバメガシ(24.8%), コナラ(21.0%), ソヨゴ 印ex

pedunculosa Mia.)  (8.5%) など数種の落葉樹や常緑

樹が胸高断面積で上位を占め, 様々な樹種が混在してい

た.

西宮神社の個体数は2952本ha 几BA は46.62 m2

ha  ＼ 林冠高は16.2~24.3m  (平均20. 3m) であった.

個体数は太山寺の2 プロットの中間的な値であったが,

BA は3 プロットのなかで最も大きい値を示した. これ

はDBH が1m 前後の植栽されたクスノキのためである.

また太山寺で見られなかったシュロの個体数が多く全体

の21% を占めていた.

林分構造

樹高とDBH の頻度分布は3 プロットともサイズの増

加に伴い本数が減少するL字型の分布を示した( 図2).

太山寺の照葉樹林は全体の約半数(46.8%) の個体が樹

高3m 以下であった. またDBH も5cm 以下の個体の割

合が71% と3 プロットの中で最も多かった. 一方,樹高,

DBH 共にサイズの大きな個体の割合も他のプロットに

比べて多く, 樹高13m,  DBH30cm に主にコジイ の林冠

木からなる個体数のピ ークが見られた.

太山寺の二次林は樹高, DBH 共に大きい個体が少な

かった. 樹高は13m 以上の個体がほとんどなく,DBH は

60. 6cm のヤマモモ1 個体を除き40cm 以上の個体は見ら

れなかった. 二次林では樹高4~10m,  DBH  5~15cm

の個体の割合が他の2 プロットに比べて多く, サイズの

増加に伴う個体数の減少率が他のプロットよりも緩やか

であった.

西宮神社は樹高3m 以下の個体が全体の45. 3% と太山

寺 の 照 葉 樹 林 に 近 い 値 を 示 し た. 樹 高3~10m,

DBH15cm 以下の個体の割合は太山寺の照葉樹林と二次

林の中間の値を示した. 一方, クスノキの林冠木を中心

にサイズの大きな個体も多く, 樹高16m に個体数のピー

クが見られ,DBH30cm 以上の個体も見られた.

図2 太山寺の照葉樹林, 二次林および西宮神社の調査プロットにおける樹木個体のサイズ頻度分布.



個体群構造

各プロットでBA が全体の1.5% 以上かつ個体数20本

以上の樹種を主要樹種とし,各樹種の樹高とDBH の頻度

分布を示した( 図3~5).

太山寺の照葉樹林は樹高6m 以下の下層にコジイ, ヤブ

ツバキ, ムクノキ, アラカシの主要樹種が多く見られ,

6~14m の中層ではどの樹種も本数が少なく, 14m 以上

の上層ではコジイのみ優占していた. DBH は4 種とも小

径木が多かったが, コジイは35~40cm にもピークがあ

り, 中径木が少なく主に母樹と幼樹で構成されているこ

とが示された.

太山寺の二次林は照葉樹林のような明確な階層構造は

見られず, 下層から上層まで各樹種が連続的に分布して

いた. ヤブツバキ, アラカシは樹高6m 未満の個体が最

も多く, ウバメガ シ, ソヨゴ, ネジキ, リョウブ, タカ

ノツメは6~12m の中層で最も多く見られ, コナラは中

層及び14m 以上の上層に見られた.DBH はウバメガシ,

アラカシ, ネジキ, ヤブッバキはL 字型の分布を示した

が, コナラ, タカノツメ, リョウブなどの遷移初期種や

ソヨゴは小径木が少ない一山型分布を示した.

西宮神社は樹高12m 以下の中下層で各樹種が連続的に

分布し階層構造が明確ではないが, 上層はクスノキのみ

が優占し, 上層と中下層が明確に区別された. ヤブツバ

キ, アラカシ, ヤブニッケイは6m 未満の個体が多く,

6~12m の中層ではクロガネモチ, ムクノキが多くアラ

カシ, ヤブニッケイも見られ,12~18m ではクスノキと

図3 太山寺の照葉樹林における主要樹種のサイズ頻度分布.



図4 太山寺の二次林における主要樹種のサイズ頻度分布.



図5 西宮神社における主要樹種のサイズ頻度分布.



クロガネモチが優占しているが18m 以上ではクスノキの

みが優占していた.DBH は,クスノキ以外はL 字型分布

を示したが, クスノキはDBH が20~25cm を中心とした

一山型分布を示し15cm 未満の小径木が少なかった.

優占樹種の林縁から林内への分布パターン

各プロットの毎木調査の結果から得られたBA 上位5

種のうち個体数でも上位を占めた優占樹種について林縁

からの距離分布パターンを示した( 図6).

太山寺の照葉樹林の優占種はコジイ, ヤブッバキ, ア

ラカシ, ムクノキの4 種であった. コジイとヤブッバキ

が林縁から約25m の距離を中心に林縁から林内にかけて

広く分布していたが, アラカシとムクノキの分布は林縁

から約10m までに集中していた. 二次林構成樹種のムク

ノキは分布範囲が林縁から9m までに限られ, アラカシ

は分布中心が林縁から約5m までであった.

太山寺の二次林の優占種は6 種で, ソヨゴを除く全て

の樹種が林縁から林内に広く分布していたが, ソヨゴの

分布は林縁から約30m( 中央値28. 7m) 辺りに多く林内

に偏っていた. アラカシは6 種の中で分布中心が最も林

縁に近かったが林内にも多く見られた.

西宮神社は全ての樹種が林縁から林内にかけて広く分

布していた. 相対的に見ると常緑のクスノキ, ヤブツバ

キ, アラカシが少し林内に偏って分布し, エノキの分布

中心が最も林縁に近かった.

全樹木の空間分布

調査プロット内の全樹木の根本位置から作成した各調

査地の樹木位置図を示した( 図7).

太山寺の照葉樹林は林縁から約10m まで小径木が集中

し, 10m 以上の林内では大径木と小径木が一様に分布し

ていた. ササの分布は林縁から約10m までで10m 以上の

林内では全く見られなかった. 樹高10m 以上の林冠木は

全個体数の14.3%  (常緑樹13.5%, 落葉樹0.8%) で, 林

冠木に占める常緑樹の割合が他プロットと比較して多

かった. 落葉樹の林冠木はムクノキとノグルミが林縁か

ら約15m までに数本見られた以外は, 林内にカラスザン

ショウが1 本あるのみであった.

太山寺の二次林は林縁から林内にかけて大径木がまば

らに分布していた. また小径木が集中して分布する箇所

が林縁だけでなく林内まで見られた. ササの侵入は約

25m まで見られた. 樹高10m 以上の林冠木は全個体数の

6%( 常緑樹2.5%, 落葉樹3.5%) で林冠木に占める落

葉樹の割合が常緑樹より多い点て他の2 プロットと異

なっていた. 林冠木の分布パターンは, 林縁から約25m

までは落葉樹の割合が高いが25m 以上の林内では常緑樹

の割合が増加した.

西宮神社は中径木が林縁から約15m まで集中し, 15m

以上の林内では大径木や小径木が一様に分布していた.

ササの侵入は約40m まで見られ, プロット全体にシユ囗

の侵入が見られた. 樹高10m 以上の林冠木は全体の

15.8%  (常緑樹10.7%, 落葉樹5.1%) であった. 常緑

樹の林冠木は林縁から林内にかけて分布していたが, 落

葉樹は林縁に集中し, 林縁から約30m 以上の林内では林

冠木に占める落葉樹の割合が減少した図6 太山寺の照葉樹林,二次林および西宮神社における主要樹種

の林縁からの距離分布パターン. 中央値,四分位数,範囲内

最大値と最小値およびアウトライヤー(*) を示した. 範囲

内最大値・最小値は四分位数から四分位数間の範囲の1.5倍

以内の最大値・最小値. アウトライヤーはそれよりも大きい

(小さい) 値.



図7 太山寺の照葉樹林,二次林と西宮神社の調査プロットにおけ

る樹木位置図. 方形区は10mX10m, 円の大きさはDBH

に対応している( スケールはプロット距離とは異なる).



表2 植生構造の様々な指標から考えられる林縁効果の及ぶ範囲

林縁効果の及ぶ範囲の推定, 最小保全面積の試算および

edge effect ratio

林縁から林内への植生構造の変化パターンから, 各調

査プロットにおいて林縁効果の及ぶ範囲を検討した( 表

2).太山寺の照葉樹林は林縁部で落葉樹のムクノキやノ

グルミが林冠を形成し, 小径木が集中分布していた. ま

たササの繁茂やアラカシの分布は林縁部に限られてい

た. 一方, 林内では上層で常緑樹のコジイが, 中・下層

で常緑樹のヤブッバキやアラカシが優占し垂直的な階層

構造が発達していた. このように照葉樹林では林縁と林

内の植生構造が明確に区別された. 小径木の分布パター

ン, ササの侵入範囲およびムクノキの分布から考えると

林縁効果の及ぶ範囲は約10m で, 落葉樹の林冠木の分布

から考えると約15m であると推察された. これらの結果

から太山寺の照葉樹林の植生に見られる林縁効果は最大

で約15m に及ぶと考えられた.

太山寺の二次林は個体数が多く, 細くて低い木が密集

して階層構造が明確でない林分構造をしていた. 優占樹

種6 種のうち5 種は林縁から林内にかけて広く分布し,

植生構造における林縁と林内の区別が明瞭でなかった.

二次林は落葉樹の林冠木の割合が常緑樹よりも多く林内

が明るいためササが深くまで侵入できたと考えられる.

ササの侵入範囲および落葉樹の林冠木の分布からは林縁

効果の及ぶ範囲は約25m, 林内に分布するソヨゴの分布

からは約30m と推定された. これらの結果から太山寺の

二次林では林縁効果は最大30m に及ぶと考えられた.

西宮神社は常緑樹のクスノキが林冠で優占し, 上層と

中・下層の区別が明確である点は太山寺の照葉樹林の林

内環境と類似していた. しかし中層と下層の区別が不明

瞭で優占種が林縁から林内にかけて広く分布している点

や, 小径木が集中分布する箇所やササの侵入範囲が林内

まで及んでいる点は太山寺の二次林と類似していた. 更

に太山寺で見られなかったシュロがプロット全域に侵入

していたことから林縁効果は孤立林全体に及んでいると

考えられた.

太山寺の照葉樹林および二次林の結果をもとに孤立林

面積の変化に伴う林縁面積と林内面積の関係を示した

(図8). 試算の結果,林内面積が林縁面積を上回る孤立

林面積( ここでは最小保全面積と定義する) は太山寺の

照葉樹林が0. 82ha,二次林は3. 29haとなった. また林縁

効果の及ぶ範囲を平均林冠高で割ったedge effect ratio

は照葉樹林が0. 83, 二次林は1.99となった.

考  察

植生に見られる林縁効果は太山寺の照葉樹林(約15m)

よりも二次林( 約30m) の方が2 倍の距離に及ぶことが

明らかになった. また, edge effect ratioについても照

葉樹林より二次林の方が相対的に林縁効果は林内に2 倍

以上深く及ぶことが示された. 太山寺の照葉樹林は林縁

部のササや小径木の密集する範囲が周囲の景観と森林と

の境界における緩衝帯の役割を果たし林内の光環境は比

較的安定している(Ishii et a1. 2004).この緩衝帯によっ

て林縁効果の及ぶ範囲が二次林より短くなったと考えら

れる. 太山寺の照葉樹林と二次林の結果から, 周辺環境

が同じでも植生によって林縁効果の及ぶ範囲が異なるこ

とが示された. 北米における研究からも, 二次林は植生

における林縁効果があまり明確ではないため森林内深く

まで林縁部と類似した植生が見られることが報告されて

いる(Palik and Murphy 1990 ; Williams ―Linera

1990 ). 林縁効果の及ぶ範囲が増加すると最小保全面積

は指数関数的に増加することから, 十分な林内環境を確

保するには照葉樹林よりも二次林の方が多くの保全面積

を必要とすることが示された(図9). なお本研究では最

小保全面積を計算するにあたり孤立林の形状を最も林縁

効果の及びにくい円形と仮定しているため, 実際には更

に大きな面積を保全する必要があると言える.

西宮神社は林縁部を囲むコンクリート塀が太山寺の照

葉樹林におけるササや小径木のように緩衝帯の役割を果

図8 太山寺の照葉樹林(A)および二次林(B)の植生に見られた林

縁効果の及ぶ距離から試算した森林面積の変化に伴う林縁

面積(細線)と林内面積(太線)の関係。交点が最小保全面積。



図9 林縁効果の及ぶ距離と最小保全面積の関係。Aは太山寺の

照葉樹林,B は二次林の植生に見られた林縁効果の及ぶ距

たし林内の光環境が極めて暗い(Ishii et a1. 2004).し

かし太山寺の照葉樹林のような植生における林縁と林内

の明確な違いは見られず, 侵入植物の繁茂が孤立林全体

に及んでいた. 村上・森本(2000) は京都市内の孤立林

における木本植物の種多様性の研究から, 面積が1ha 以

下の孤立林では林分全体に林縁効果が及ぶとしている.

都市林は外部環境の影響を強く受けるため安定した林内

環境が成立しにくく, 植生においても都市化の影響を強

く受けることが報告されている( 武田・梅林1982 ; 坂本

ほか1989).特にシュ囗が林床に侵入し潜在植生と置き替

わって繁茂している現状は国立科学博物館附属自然教育

園や明治神宮の境内林においても報告され問題視されて

いる( 萩原1981 ; 畑川・谷本2003). コンクリート塀の

効果やシュロの繁茂の結果, 西宮神社の林床の光環境は

極めて暗くなり林冠木の更新が妨げられていると考えら

れる.西宮神社のクスノキは植栽されたものでDBH にお

いて幼樹が少ない一山型分布を示した. 京都市の下鴨神

社においても同様にクスノキの更新が見られないことが

報告されている( 坂本ほか1985 ; 田端ほか2004). 西宮

神社においてもクスノキの実生や稚樹が下層に見られな

いことから, 現段階においてはクスノキの更新が行われ

ていないと考えられる. 西宮神社のような都市林を維持

するためには保全面積を確保すると同時に, 侵入種や異

常繁茂している種などを除去し, これらによって更新が

妨げられている樹種の後継樹を育成するなど, 森林の維

持・管理を目的とした人為的介入が必要であると考えら

れる.

本研究の結果から, 孤立林の保全にあたっては森林夕

イプ別の林縁効果や市街地・郊外などの周辺環境の影響

を考慮する必要があることが明らかになった. 景観レベ

ルの種多様性を維持するために複数の保護区を設定する

際には各保護区の植生に応じた保全面積を確保する必要

がある. 孤立林では極相林構成樹種の種子供給の不足か

ら,しばしば偏向遷移がおきることが報告されている(守

山ほか1984 : 戸島ほか2004). 太山寺の二次林のように

近くに極相型照葉樹林が存在すると, それが種子供給源

となり偏向遷移を食い止めることができると考えられる

ことから, 保護区の配置を変える際には生物の移動や種

子散布も考慮に入れる必要がある.
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要   旨

孤立林の小面積化に伴い林縁の占める割合が増加する

ため, 孤立林の環境保全機能を維持するには安定した林

内環境が多く必要である. 本研究では3 種類の異なる植

生の孤立林( 神戸市西区太山寺の照葉樹林, 常緑型二次

林と西宮市西宮神社の常緑型植栽林) で, 林縁から林内

へ調査プロットを設置し樹木のサイズと位置を測定し

て, 植生構造に見られる林縁効果を調査した. 太山寺の

照葉樹林は約15m まで林縁効果が及び, 二次林は照葉樹

林の2 倍の約30m まで林縁効果が及んだ. 林冠高を考慮

すると二次林は照葉樹林の2 倍以上深く林縁効果が及ん

だ. 西宮神社はササやシュロが広く侵入し, 林縁効果は

森林全体に及んでいた. 以上の結果から林縁効果の及ぶ

範囲は, 常緑型植栽林> 常緑型二次林> 照葉樹林となる

ことがわかった. 孤立林の保全にあたっては植生と周辺

環境との相互作用を総合的に考慮した上で, 十分な林内

環境を維持できるよう保全面積を設定する必要があるこ

とが明らかになった.
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